
確定申告で見逃せない、「所得控除」活用のポイント！ 

確定申告は、1年間の所得に対して適切に納税するためのものですが、納め過ぎた税金を

取り戻す重要な手続きでもあります。その中で大きな役割を果たすのが「所得控除」です。

所得控除とは、課税所得を減らす仕組みであり、正しく活用することにより、税負担を軽減

することができます。所得控除には15種類あります。主なものを確認しましょう。 

・基礎控除：本人所得2,500万円以下の人が対象。最大控除額は48万円。 

・配偶者控除：本人所得が1,000万円以下の人が対象。一般は最大38万円。70歳以上の配偶

者は最大48万円。配偶者の所得が48万円超133万円以下の場合は配偶者特別控除の対象に。 

・扶養控除：扶養家族の所得が48万円以下の場合対象。扶養者年齢により控除額は異なる。 

・社会保険料控除：支払った社会保険料全額を控除。 

・生命保険料控除：生命保険等の支払いがある場合、最大控除額は12万円。 

・小規模企業共済等掛金控除：小規模企業共済や確定拠出年金 

の掛金全額を控除できる。iDeCoの掛金もこの対象。掛金額を 

増やすと控除額も増えるため節税になる。 

・寄附金控除：国や自治体などへ寄附した場合、一定額を控除 

できる。「ふるさと納税」もこの控除対象。 

・医療費控除：一定額以上の医療費の支払いがある場合。 

確定申告では、忘れずに控除の確認を行うようにしましょう。 
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さくらマネー通信 №91 
〜気軽に読めて役に立つマネー情報をお届けします！〜 

2月だけ短い理由は、暦ができた過程と

関係があります。 

大昔のローマでは3月が1年の始まりと

されていて、2月は1年の最後の月でした。

そして当時縁起が良いと信じられていた

数字を使い、1か月を29日 

か31日として暦を作った 

所、最後の2月だけ28日と 

半端になってしまったの 

だそうです。 

 

日本では地域によって給与水準に大き

な差があります。都道府県別で賃金が高い

TOP5は、東京、神奈川、大阪、愛知の他、

もう一つはどこでしょうか？ 

 
１ 埼玉 

２ 千葉 

３ 栃木 

 

（答えは裏面にあります！） 

 



  

「安全性が高い資産に投資したい」「元本割れリスクを避けたい」…そんな方にお勧めな

のが「個人向け国債」です。国が発行する債券のため信頼性が高く、安全資産の置き場とし

て最適です。個人向け国債には以下の3種類があります。 

・変動金利型10年満期（変動10年）：満期は10年。金利が半年ごとに見直される変動金利型

です。 

・固定金利型5年満期（固定5年）：満期は5年。購入時の金利が満期まで固定されます。 

・固定金利型3年満期（固定3年）：満期は3年。購入時の金利が満期まで固定されます。 

 では、現在のような金利上昇局面では、どれを選ぶべきなのでしょうか？それは「変動10

年」です。変動金利型は市場金利が上昇した場合、保有している商品の金利も上昇し、受取

利子も増えていきます。一方、金利がピークに達したタイミング、または金利下落時は「固

定5年」や「固定3年」を選び、高い金利を固定する戦略 

が有効です。なお、個人向け国債の途中解約は、発行か 

ら1年経過後可能となり、直近2回分の利子相当額が差し 

引かれます。それでも、定期預金の途中解約よりは条件 

が良くなることが多いでしょう。金利のある世の中とな 

った今、安全資産の置き場所として、個人向け国債も一 

つの選択肢として考えてみてはいかがでしょうか？ 

個人向け国債、金利上昇時にはどれを選ぶ？ 

答えは ３ 

 

栃木です。栃木は愛知を抜いて第4位と

なっています。 

TOP5の順位は以下のとおり。 

1位東京 2位神奈川  

3位大阪 4位栃木  

5位愛知  

 

合同会社さくらコンフォートライフ 鈴木 博幸 

 

 
新NISA・資産運用で、お悩みの方は、お気軽に‼ 

お問い合わせは LINE ID:suzukihiro827 まで！ 

 

 

進む生成 AＩ！ 

先日、ソフトバンクの孫さんとオープンＡＩのト

ップとの生成ＡＩの新会社設立が話題になりまし

たね。今後、生成ＡＩを導入する企業としていない

企業では、マシンガンと剣ぐらいの違いが出てく

るという衝撃的な発言には驚かされました。 

まさに、今年から加速度的にこの生成ＡＩという

キーワードは話題に上がってくると思います。生

成ＡＩにいち早く慣れていくことが、これからの

時代の波を乗りきる流れになりそうです。 

 

出典：厚労省 令和5年賃金構造基本統計調査の概況 

 

 


